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し研究分析するために開発された OECD の PISA










で国際順位 1 位の成績となり、TIMSS（Trends in 
International Mathematics and Science Study）2015
（文部科学省）でも、小 4、中 2 ともシンガポールがト
ップになっている。各国・地域の順位の変動に目を奪わ
れるのではなく、その背景や実態の分析が重要であるが、
シンガポールの場合は 2006 年に “Teach Less、 Learn 







































増加しており、2017 年 4 月 15 日現在 82,571 人である。
そのうち約 40％の 32,425 人がアジア圏に住んでいる
（外務省領事局政務課)。 
海外に進出している日系企業の総数は 75,531 拠点









民政移管後の 5 年間で、現地法人数は 11 社から 105 社
に増え、その増加率は 855％、10 倍近い勢いである。ミ
ャンマーは「アジア最後のフロンティア」として熱い視














































































































る（杉崎他 2017）。2019 年度は幼稚園部 3 クラス、小




生徒を、本国からの派遣教員 14 名、現地採用教員 6 名(幼
稚園教諭 3 名、図書館司書 1 名、養護教諭 1 名、小学部
副担任 1 名）、ミャンマー人スタッフ 13 名（教育職 5 名、










































































図２ アンダーソンの改訂版タキソノミ ・ーテーブル 
（石井 2004 より作成） 
 
































もとはコンピュータ科学者 Alistair Cockburn がソフト
ウェア開発のアジャイルムーブメントの中でおこなった
「Reflection Workshop」で提唱した「The Keep/Try 
Reflection」である（Heart of Agile HP）。その中ではふ
りかえりを次の３要素に分けて行うことが望ましいとし
ている。 
・What we should keep. (続けるべきこと) 
・What we are having ongoing problems. (抱えている
問題) 
・What we want to try in the next time period. (次にト
ライしたいこと) 
 
現在では KPT とは次の 3 つの要素に分けて現状分析
を行う手法となっている。 
・K: keep= 良かったこと（今後も続けること） 
・P: problem=悪かったこと （今後やめること） 
・T: try= 次に挑戦すること 
 
今回の実践でKPTを活用したのは以下の理由による。




































































○対象児童：在ミャンマーヤンゴン日本人学校 第 3 学
年（男子 8 名・女子 8 名、計 16 名） 






















































































































































































































Alistair Cockburn「Heart of Agile」 
https://heartofagile.com/lets-begin/ ( 最終閲覧 
2019/10/30) 
SELECK「徹底解説！正しい KPT が仕事の成果を生












紀要『教育方法学研究』第 28 巻、47-58 頁。 
石森広美 2009「シンガポールにおける TLLM 政策
と教師の意識―能動的学習への転換―」『東北大























科学』第 48 巻第 4 号、同志社大学人文科学研究
所 、139-167 頁。 
 
 
Practice and consideration 
of interactive teaching 
using thinking tools 
at Yangon Japanese School 
 







































































  図３：グループの話し合い                   図４：ＫPT シートの事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５：板書の具体例 
 
 
 
 
 
 
 
108
